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１ 国における理数教育の推進

<1>



○我が国の高校１年生の理数系科目の学力の状況は、トップレベルにある。
科学的リテラシー（２位/７２ヵ国）、数学的リテラシー（５位/７２ヵ国）はＰＩＳＡ
（ ピザ：ＯＥＣＤ 生徒の学習到達度調査）調査国中、上位

※ＰＩＳＡ： ＯＥＣＤ加盟国の３５ヶ国に非加盟国を加えた７２ヵ国で実施される、15歳の生徒の学習到達度調査

（１） 理数教育に関する現状と課題

理数教育の現状

理数教育の課題

ＰＩＳＡの結果から、以下のような課題が指摘されている。
①学力上位層割合は他のトップレベルの国・地域より低い。
②数学に対する不安を感じている生徒の割合は高い。
③数学を有用と感じている生徒の割合は低い。
④科学について学ぶことに興味がある生徒の割合は低い。
⑤理科自由研究の実施時期は小学５年生の時期が最多だが、高
校に入ると自由研究をほとんど行わなくなっている。

（文部科学省資料より作成）
<2>

高校生において、
自主性、主体性
のある研究、探
究活動が重要。

我が国では青少年の「科学技術離れ」、「理科離れ」が以前より指摘されている。経済協
力開発機構（ＯＥＣＤ）や国際教育到達度評価学会（ＩＥＡ）が実施した国際比較調査から、
児童生徒の理科・数学の成績は国際的に見ても上位に位置しているものの、「理科・数学
が好き」「将来、科学を使う仕事がしたい」などとする児童生徒の割合は国際的平均に比べ、
低くなっている。
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（１）-２ 理数教育に関する現状と課題

【2015年 OECD 生徒の学習到達度調査（PISA：ピザ）より】

【全７２参加国・地域の１位～１５位】 【科学的リテラシーにおける習熟度
が高い生徒の割合％】

✰ＰＩＳＡによれば高校１年生を対象とした科学的リテラシーの平均得点の国際比較では
全参加国中２位であるが、習熟度レベル別に見るとレベル６以上のトップ層は、日本は５
位である。

（レベル６以上は習熟度が最も高いレベル）

国名
レベル６
以上

レベル５
以上

1 シンガポール 5.6 ①24.2

2 台湾 2.7 ②15.4

3 ニュージーランド 2.7 12.8

4 フィンランド 2.4 ④14.3

5 日本 2.4 ③15.3

6 北京･上海他 2.1 ⑤13.6

7 香港 2.1 9.0

8 エストニア 1.9 13.5

9 イギリス 1.8 10.6

10 ドイツ 1.8 10.9
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生徒の科学に対する態度
✰ ＰＩＳＡによれば「理科学習に対する道具的な動機付け」は前回調査より大きく増えてい

るものの、各項目ともＯＥＣＤ平均と比較すると肯定的な回答の割合が小さい。

「科学に関連する活動」
はOECD平均より低い

《項目例》
・科学に関連するテレビ番組をみる

「理科学習者としての自己効力感」
はOECD平均より低い

《項目例》

・地震が頻繁に発生する地域とそうでない地域が
あるのはなぜかについて説明すること

「理科学習に対する道具的な動機付
け」は前回より大きく増加し、OECD平
均に近い割合となった
《項目例》

・将来自分の就きたい仕事で役に立つから、努力し
て理科の科目を勉強することは大切だ

（１）-３ 理数教育に関する現状と課題

2015年 OECD 生徒の学習到達度調査（PISA：ピザ）より

「科学の楽しさ」
はOECD平均より低い

《項目例》

・科学の話題について学んでいる
ときは楽しい

「科学の楽しさ」

「科学に関連する活動」

「理科学習者としての自己効力感」

「理科学習に対する道具的な動機付け」



第４章 初等中等教育の充実
第2節 科学技術系人材を育成するための理数教育の推進

1 理数好きな子供の裾野の拡大
○理科観察実験アシスタントの配置支援
○理科，算数・数学教育に使用する設備の計画的な整備
○「中高生の科学研究実践活動推進プログラム」
○「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」 等の取組を実施

2 子供の才能を見いだし伸ばす取組の充実
○「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」の指定

科学的能力や科学的思考力等を培い，将来の国際的な科学技術人材の育成を図る。

○「次世代科学者育成プログラム」

小中学生を対象として，課題研究・体系的教育プログラムを実践する大学等を支援

○「グローバルサイエンスキャンパス」

意欲や能力のある高校生を対象とし，国際的な科学技術人材の育成する取組を行う大学

を指定し、支援

○「科学の甲子園」の開催

全国の高校生等が学校対抗・チーム制で理科数学等における筆記・実技の総合力を競う

○「科学の甲子園ジュニア」の開催 （中学生が対象）
○国際科学技術コンテストの国内大会の開催，国際大会への日本代表選手の派遣，国際大

会の日本開催に対する支援
<5>

（２） 文部科学省の施策（理数教育）（平成２８年度文部科学白書より）



一宮高校

県 立 Ｓ Ｓ Ｈ 校 の 取 組

明和高校

時習館高校岡崎高校

○県立ＳＳＨと協力のもと「科学三昧inあい
ち」を実施、840名参加

○東京大学などでの研究室体験

○英国との研究交流や米国への施設訪問
研修

「地域の教育力を活用した、国際社会で活躍
できる創造性豊かな自然科学系人材の育成
に関する研究開発－高大接続教育と単位取
得事業のさらなる発展と効果の測定－」

「明日の世界を拓く科学技術人材の育成
～国際性と主体的探究心の伸長」

「科学技術創造立国日本に貢献できる人材の育
成に関する研究開発～科学技術教育とグローバ
ル教育の高いレベルでの融合を目指して～」

刈谷高校 豊田西高校 半田高校

「社会貢献に必要な『質の高い探究
心』を涵養する明和スーパーサイエ
ンスプラン」

「科学する力をもった「みりょく」（
実力・魅力）あふれるグローバル
リーダー育成プログラムの確立」

「先駆的な科学者・技術者の育
成と産学連携教育プログラムの
開発」

「国際社会で活躍できる自然科学
系グローバル人材の育成に関する
研究～人と環境と産業の「共生」、
学校と地域の「共生」を目指した教
育課程を通して～」

〇愛知県下より選抜した高校生と英国及び
ドイツの高校生による科学技術に関する共
同研究と英国での日英独合同研究発表会

〇「愛知丸」での海洋実習や中高生による研
究成果発表会等、地域の理科・科学教育の
活性化及び成果の普及を目指した地域連携

事業

〇個人課題研究（１年生）、協同的探究実
験（２年生）、協同的課題研究（３年生）を
組み合わせた３年間を通した科学的リテラ
シー育成プログラム

〇理科課題研究の効果的な指導法と評価
方法などの教員研修会

〇課題研究を中心として扱う
科目としてSSH理科探究など
の「 SSH探究科目」を設置
〇高校生、中学生、教員を対
象に「数学夏の学校」の実施

○課題研究の評価に必要なイ
ンプット型やパフォーマンス型
などのルーブリック表の開発

〇全ての教科・科目において，
主体的・協働的な学習と，探究
課題やパフォーマンス課題，学
習プロセスを重視した評価法
の開発

〇科学の甲子園の刈高版クラ
スマッチ「刈高サイエンスマッ
チ」を実施

〇トヨタ自動車、桝塚味噌など
の企業の研究開発施設での最
先端科学技術とその研究開発
の体験実習。

〇豊田市との連携のもと、イギリ
スのレプトン校における合同科
学実験（生物：遺伝子組み換え
実験、物理：ガリレオ振り子）と
合同研究発表会の実施

○大学の研究者の講演と交
流会「サイエンスコミュニケー
ション」の実施

○ミツカン、ＬＩＸＩＬなどの企業
や、知多の自然、郷土の偉人
など地域の教育資源を活用し
た取組
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（３） 理数教育の取組（SSHｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ）

平成１４年度の初年度に岡崎高校が指定を受け、平成２９年度は全国で２０３校、本県の県
立学校は７校が指定を受け、理数系教育に関する研究開発等を行っている。



トライアルステージ（H28は21校36ﾁｰﾑが参加）
１チーム６人編成（１校２チームまでエントリー可）
８チームがグランプリステージへ進出

数学、物理、化学、生物、地学、情報の知識及び知識の活用についての課題に
取り組む

グランプリステージ
ア 実技（実験系）
理科に関わる実験、観察等に取り組む。

イ 実技（総合系）
知識や技能を活用した工作等に取り組む。

★優勝校は全国大会への出場権を得る

<7>

全国の科学好きの生徒が競い合う場を構築することにより、科学好きの裾野を広げると
ともに、トップ層を伸ばすことを目指す。

★全国大会成績

平成28年度 海陽中等教育学校 第３位

平成27年度 海陽中等教育学校 総合優勝

平成26年度 県立岡崎高等学校 入賞せず

平成25年度 県立一宮高等学校 第４位

平成24年度 県立岡崎高等学校 総合優勝

平成23年度 県立岡崎高等学校 第３位

あいち科学の甲子園

（４） 科学の甲子園



○特色ある教育内容を展開する専門高校への支援と成果の普及
高度な知識・技能を身に付け，社会の第一線で活躍できる専門的職業人を育成するた
め，先進的で卓越した取組を行う専門高校を

「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH）」
に指定し，実践研究を行っている。
○「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」

大学・専門学校等と連携して人材育成を行う

第４章 初等中等教育の充実
第４節 キャリア教育・職業教育の推進
２ 職業教育の推進

（2）専門高校における教育内容の充実
○高等学校学習指導要領（職業に関する教科）は、専門高校を取り巻く社会の状況や生
徒の実態等を踏まえて、

1．将来のスペシャリストの育成
2．地域産業を担う人材の育成
3．人間性豊かな職業人の育成
という三つの観点を基本とし、その円滑かつ着実な実施に向け，趣旨や内容について
広報・周知に努めるとともに，先進事例の共有や課題の協議を行うなどの取組を実施

<8>

（５） 文部科学省の施策（職業教育）（平成２８年度文部科学白書より）



平成２８年度
豊田工業高校ＳＰＨの概要

①次世代産業に必要な知識や技術・技能
を身に付けたスーパー技術者の育成

機械科
「工業数理基礎」
流体力学、航空機の
基礎的な数理事象

電子機械科
「機械工作」

次世代自動車・航空機材料の
加工性・各種工作法

自動車科
「自動車工学」
次世代自動車の構造
次世代自動車の機能

電子工学科
「電気機器」

再生可能エネルギー発電設
備の施工・管理技術

取組概要

・ﾓﾃﾞﾙﾛｹｯﾄの研究

・ｶｰﾃﾞｻﾞｲﾝの研究

取組概要

・長期企業実習

・実技講習会

②実践的な技術力
を身に付けたスーパー技術者の育成

大学等との連携 地元産業界との連携

次世代産業を担うスーパー技術者の育成

英語による
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成

③グローバルな視点
を身に付けたスーパー技術者の育成

「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語」

・工業に関する教材を活

用した授業

「工業技術英語」

・工業英語の活用

・海外での技術指導

取組概要

・海外派遣事業への参

加

・グローバル企業での

海外研修生との交流

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点の育成

④豊かな創造性
を身に付けたスーパー技術者の育成

ＳＳＨ校との連携 専門高校等との連携

取組概要

・次世代自動車技術の

体験

・次世代環境技術の体

験

取組概要

・農業：栽培制御

・福祉：介護補助

・特別支援：ユニバー

サルデザイン

<9>

平成２６年度から
３年間の指定

（６） 職業教育の取組（SPHｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙﾊｲｽｸｰﾙ）
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平成２８年度から
５年間の指定

（６）-２ 職業教育の取組（SPHｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙﾊｲｽｸｰﾙ）



２ 愛知の理数工学系教育の取組

<11>



スーパーサイエンス
ハイスクール（SSH）

スーパー
プロフェッショナル
ハイスクール（SPH） <12>

（１） 愛知の理数工学系教育の関連事業

あいちＳＴＥＭ教育推進事業

○あいちＳＴＥＭハイスクール研究指定事業
研究校5校を指定
STEM講座の実施 他

○あいちSTEM教育力強化事業
4分野(STEM)の教育力を持つ指導者を育成

○あいちＳＴＥＭ能力育成事業
あいち科学技術教育推進協議会
「科学三昧ｉｎあいち」など

知の探究講座 あいち科学の甲子園 技の探究講座

本県では今年度よりSTEM教育推進事業に取り組んでいる。
「ものづくり愛知の未来を担う理数工学系人材」を育成するため、

Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、Mathematics（数学）
の４分野に重点を置いた事業で、大きく３つの事業がある。

○中高生の科学研究実践活動
推進プログラム

○愛知県高等学校文化連盟
自然科学部専門部

愛知県独自の取組

国の事業

国家戦略特区の活用

愛知総合工科高等学校専攻科の公設民営化



理工系大学と連携してScience（科学）、 Technology（技術）、 Engineering
（工学）、 Mathematics（数学）の４分野に関する新たな教育課程を研究開
発
研究指定校５校（瑞陵高校、大府東高校、半田農業高校、岡崎工業高校、
豊橋工業高校）を３年間指定

<13>

（２） あいちＳＴＥＭﾊｲｽｸｰﾙ研究指定事業

「あいちＳＴＥＭハイスクール研究指定事業」は研究校５校を指定し、理工系大学と連携した
STEM講座を実施し、教育課程の研究開発を行っている。



研究指定校 連携大学等 研究の概要

瑞陵高校

豊田工業大学
「理科課題研究」等の科目の教育内容を研究し、ＳＴＥＭ４分野の
発展的な学習を通して、工学を支える技術や技術を支える科学的思
考を深く理解し、科学及び数学を幅広く活用できる能力を育成する
教育課程を開発する。

名古屋大学

名古屋市立大学

中部大学

大府東高校

愛知教育大学
「生物」や「情報」等の科目の教育内容を研究し、科学実験のデー
タ分析やロボット動作のプログラミングを通して、論理的思考力や創
造力、課題発見・解決力を身に付け、ＩＣＴスキル・情報リテラシー及
び新たな価値を創造する力を育成する教育課程を開発する。

人間環境大学

中部大学

Elwood College等

半田農業高校 中部大学

植物工場内でのＬＥＤ照明を活用した植物の生育調整技術や環境
制御プログラムの学習を通して、ＳＴＥＭ４分野の知識・技術を身に
付け、新たな農業を創造する力を養成する教育課程を開発する。

岡崎工業高校
豊橋技術科学大学 モデルロケットを用いた航空宇宙に関する知識・技術を習得する科

学技術教育プログラムや、エネルギー・環境問題をテーマとした国
際性に富む科学リテラシーを育成する教育プログラムを開発する。愛知工科大学

豊橋工業高校
豊橋技術科学大学 人工知能（ＡＩ）と人とのよりよい共存を視野に入れた都市設計など、

次世代産業につながる知識・技術を習得する学習を通して、時代の
変化に対応できる総合技術者を育成する教育課程を開発する。愛知工科大学

<14>

（２）-２ あいちＳＴＥＭハイスクール指定校



研究指定校８校（春日井工業高校、春日井商業高校、古知野高校、
東海商業高校、松平高校、猿投農林高校、刈谷工業高校、新城高
校）を１年間指定

<15>

（３） あいちＳＴＥＭ教育力強化事業

「あいちSTEM教育力強化事業」は文部科学省の事業を活用した、指導者育成を目的とし
た取組で、対象は教員である。



研究指定校 研究の概要

春日井工業
高校

基礎から応用まで段階に応じたきめ細やかな「ロ
ボット教育」を実践し、質の高いロボットエンジニア
を育てるための教材開発や授業を実践する。

春日井商業
高校

画像や音声に関する科学的な知識・技術を体験し
身に付ける活動を通して、ＳＴＥＭ領域に関する興
味・関心を高めるための教材開発や授業を実践
する。

古知野
高校

アパレルＣＡＤシステムを用いたパターン制作など
の操作技術を身に付けるとともに、食品科学、健
康科学や食品加工に関する知識、技術の育成を
図るための教材を開発する。

東海商業
高校

プログラミング言語(JAVA)を活用したシステムやア
プリケーションの開発のための教材開発を行うと
ともに、高度情報資格指導者の育成を図るための
授業を実践する。

研究指定校 研究の概要

松平
高校

保育や情報に関する専門的な知識・技術の指導
力を向上させるための教材開発を行うとともに、
地域と連携した探究活動やＥＳＤを意識した授業
を実践する。

猿投農林
高校

造園設計に関する最新の知識・技術や造園ＣＡＤ
システムを活用した効率的な設計技術を身に付
けるための教材開発や授業を実践する。

刈谷工業
高校

ハイブリッド自動車の整備に関する低圧電気取
扱特別教育やモノの重力・テコの原理などを利用
したカラクリによる実習の教材開発及び授業を実
践する。

新城
高校

学校で生産した農産物を用いた６次産業化モデ
ルの構築を目指し、商品開発、マーケティング、
統計調査などに必要な知識・技術を身に付ける
ための教材開発や授業を実践する。

<16>

（３）-２ あいちSTEM教育力強化研究校
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（４） あいちＳＴＥＭ能力育成事業

「あいちＳＴＥＭ能力育成事業」では４つが事業の柱になっており、「知の探究講座」では県内
大学との連携、「技の探究講座」では民間企業との連携、「科学技術教育推進協議会」は課
題探究活動と活動を行った高校生たちの研究発表会を「科学三昧ｉｎあいち」として実施。



平成２８年４月愛知工業高校と東山工業高校が統合し、ものづくり愛知の未
来を担う新たな工業高校、本県の工業教育の中核を担う学校として開校。
建設費１３１．３億円、初度備品購入費２２．５億円

（ ）内は定員

５系列 ７学科（入試は定員４００人を括り募集）

機械系 機械加工科（８０） 機械制御（８０）

電気系 電気科（４０） 電子情報（８０）

建設系 建設科（４０）

化学系 応用科学科（４０）

デザイン系 デザイン工学科（４０）

<18>

（５） 愛知総合工科高等学校（本科）



テクノロジストの育成

• テクノロジストとは、工業教育による技能習得
とSTEM教育による知識習得により育成される
人材

–一人一台の実習装置による基礎技能習得
–理科、数学、英語を中心とした基礎学力習得

–産業界との連携による応用技能習得
–高大連携による応用知識習得

<19>

（５）-２ 愛知総合工科高等学校のミッション（本科）



次代の産業界を牽引していく人材の育成

・ロボット化への対応
（産業用ロボット実習）

・IoT化への対応
（電子情報実習）

<20>

（５）-３ 愛知総合工科高等学校のミッション（本科）



中核校としての役割
他校生徒のための講習会

技の探究講座
（電気自動車の講習）

他校先生方のための研修会
工業教員のための技術講習会
（FA自動制御装置講習）

<21>

（５）-４ 愛知総合工科高等学校のミッション（本科）



愛知総合工科高等学校専攻科の公設民営化

学校教育法上、設置者に限

られている学校の管理につい

て、設置者ではない民間事業

者による管理を可能とする。

愛知総合工科高等学校専攻

科について、企業や大学等と

連携し、生産現場の動向・

ニーズに具体的かつ迅速に対

応した教育を可能とするため、

平成２９年４月から全国で初

めてとなる公設民営化をおこ

なっている。

<22>

（６） 国家戦略特区を活用した取組
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（７） 愛知総合工科高等学校（専攻科）
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（７）-２ 愛知総合工科高等学校（専攻科）


